
現代消費文化を覗く
あなたの知らないオタクの世界

生活研究部 研究員 廣瀨 涼
hirose@nli-research.co.jp

研究員の眼

1― きっとあなたは

　ブランド品を買った後に“見せびらかし

たい”と思うだろう。流行に遅れたくない、

とトレンドをチェックすることも欠かさな

いだろう。

　一方で、誰の目も気にせず、自己満足の

ために消費を繰り返しているものもきっ

とあるはず。現代消費文化の多様性により、

我々の消費は他人の目を気にせず、自身の

「精神的価値」を持続的に追求するような

「第三の消費文化」*1としての側面が強く

なってきている。その顕著な例として、筆者

はオタクの存在を無視できないと考えて

いる。彼らの「好きなもの」に対する情熱や、

過度に消費を行う消費行動こそ、第三の消

費文化論の象徴であるといえるだろう。

2― オタクって誰の事?

　オタクときいてあなたは何を思い浮か

べるだろう。何かに没頭して、消費を繰り

返すマニアや、コレクターなどを思い浮か

べるかもしれない。もしくは根暗で引きこ

もりがちな人や、バンダナにネルシャツ、ケ

ミカルウォッシュのジーンズにポスターの

はみ出たリュックサックを身に着けてい

るような容姿に気を配らない人を連想し

たのではないだろうか。

3―「マニア」と「レッテル」

　我々がオタクの話をすると、ポジティブ

なイメージを持つ「マニア」と言う文脈での

オタクと、ステレオタイプやネガティブなイ

メージとして「レッテル」の文脈でのオタク

が混在しあう。

　経済学の文脈で話せばオタクは「過度

にお金や時間の消費を繰り返す消費者

群」*2であり、まさにマニアとしての側面

が大きくなる。オタクは自らの趣味のため

にコンテンツを多く消費することが知ら

れており、非オタクに比べて趣味に対する

支出が多いことが分かっている*3。例えば

2018年のアニメ関連全体市場規模は、2
兆1,527億円であったという（デジタルコ

ンテンツ協会「デジタルコンテンツ白書

2018」）。もちろんこの売上すべてがオタ

クの消費によるものとは言えないが、オタ

クという存在が消費に対するポテンシャル

が高く、これらの売り上げを牽引している

可能性があることは否定できないだろう。

　ポジティブな文脈で使われる「マニア」と

してのオタクが存在する一方で、我々のオ

タクに対するネガティブなイメージにより

構築された「レッテル」としてのオタクが存

在する。彼らが、例え無趣味でマニアのよ

うな収集癖を持っていなくても、他人から

オタクであると認識された瞬間にそこに

オタクは生まれる。この背景には、大ヒット

した映画「電車男」を始めとして、メディア

がこぞって秋葉原を特集し、アキバやオタ

クの存在をステレオタイプなイメージ像に

もとづいて世の中に提示したからである

と考えられる。

4― オタクの生みの親は「GHQ」?

　オタクの聖地といえば「秋葉原」通称「ア

キバ」である。アキバがオタクの街として

産声を上げた背景にはGHQによる、戦後

復興の一環として主要道路の敷設を目的

に施行された「露店撤廃令」（1949年）が

影響している。露天撤廃令により神田須

田町界隈の露店商は、秋葉原駅のガード

下で商いをはじめた*4。一方1951年に民

間ラジオ放送が開始されたことがきっか

けで、ラジオの需要が高まっていった。同

時期に闇市では、電機学校（現東京電機大

学）の生徒がアルバイトでラジオを組み立

てており、そのために販売していた真空管

やラジオ部品の店舗が秋葉原駅のガード

下に集まっていった。1953年テレビ放送

開始以降の電化製品ブームの中、ラジオか

ら始まった秋葉原は、電化製品の街として

のアイデンティティを確立する。1975年以

降はパソコン周辺機器がメイン商品とな

り、その後、現在のアキバを象徴するアニ

メやゲームのキャラクターに対する「萌え」

の需要が大きくなっていった。時代の流れ

に伴いオタクのニーズは変化していったが

アキバは常にそれを受け入れてきた。受け

入れてきた結果、街自体が継ぎ足し文化の

ような特徴を持ち、過去に秋葉原を色づけ

してきた文化、もしくは秋葉原のアイデン

ティティは、今もなお、アキバという世界観

を構築し、息づいている。
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